
EXAMread.exeの使い方 

このプログラムは、バイナリ形式の日射量データをＣＳＶファイルへ変換するツールです。 

 

【Ver 0.2aでの主な変更点】 

１ 「ドラッグ アンド ドロップ」で変換する日射量ファイルを選択することができる

ようになりました。 

２ 連続して複数のファイルの変換ができるようになりました。 

 

【使い方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日射量データが保存してあるフォルダからＣＳＶ形式へ変換をした

いファイルを「ドラッグ アンド ドロップ」する。複数同時に選択可能

です。 

２ 「ドラッグ アンド ドロップ」されたファイルが表示されます。

「msm.bin」と「fld.bin」という名前がついたデータ名のみ表示されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ファイルを選択した後「削除」を

押すとリストからファイル名が削除

されます。ファイル自体は削除されま

せん。 

５ 「更新」を押すと作成されるＣＳＶファイル名のリストが下の枠内に表示さ

れます。（注 現在のバージョンではＣＳＶファイル名は変更できません。） 

４ 再度ファイルを選択して「ドラ

ッグ アンド ドロップ」してリス

トにファイル名を追加することがで

きます。 

６ この時点でＣＳＶへ変換するファイルを変更することもできます。「ドラッ

グ アンド ドロップ」や「削除」をしたら、「更新」を押してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７ 「ＣＳＶ変換」を押すと変換を開始します。進行状況は右に表示されま

す。すべてのファイルの変換が終了すると変換にかかった時間が表示されま

す。（注 変換終了まで時間がかかります。先ずは、数個のファイルを変換

して時間を計ってください。） 

９ 「終了」を押すとプログラムが閉

じます。 

１０ 引き続きＣＳＶ形式へ変換でき

ます。手順１から始めてください。 

８ 変換中にプログラムを停止するにはこのボタンを押してください。すぐ

には停止をしない場合があります。（注 変換中には「終了」ボタンではプ

ログラムは停止しません） 



変換したＣＳＶファイルから、知りたい座標位置での日射量を知る 

 

【準備するデータ】 

・日射量データファイル 例 201309290132.dwn.sw.flx.sfc.msm.bin 

・緯度情報データファイル standard_2521x3001.lat.msm.bin 

・経度情報データファイル standard_2521x3001.lng.msm.bin 

 

【注意】 

＊ データの領域名が同じものにそろえてください。 

日射量データのファイル名に.msmが含まれている場合は緯度、経度情報データファイル

も.msmが含まれているものを準備してください。.fldの場合も同様です。 

＊ 緯度、経度情報データファイルは日時によって変化しません。 

複数の日射量データを使用する場合でも、緯度、経度情報データは共通です。ただし、

データの領域名はそろえてください（上述）。 

  

【手順】座標位置（北緯 47.475度 東経 120.055度）での日射量を探す場合。 

 

１ 準備した３つのデータをすべて「EXAMread.exe」プログラムを使ってＣＳＶ形式デー

タファイルへ変換してください。 

 

 変換された３つのＣＳＶ形式データを確認してください。 

・201309290132.dwn.sw.flx.sfc.msm.csv 

・standard_2521x3001.lat.msm.csv 

・tandard_2521x3001.lng.msm.csv 

 

  



２ standard_2521x3001.lat.msm.csvから知りたい緯度の位置を探す。 

  北緯 47.475度は「１３」行が該当する。 

【注】 緯度情報は横方向（列方向）には変化しません。 

 

 

 

３ standard_2521x3001.lng.msm.csvから知りたい経度の位置を探す。 

  東経 120.055度は「Ｇ」列が該当する。 

【注】 緯度情報は縦方向（行方向）には変化しません。 

 

 

 

  



４ 201309290132.dwn.sw.flx.sfc.msm.csvから知りたい座標位置での日射量を決定する。 

  北緯 47.475度 東経 120.055度での日射量は「Ｇ１３」のセルに該当する。（131.5787 

W/m2） 

 

【注】 ＣＳＶファイルは、横方向が東西方向、縦方向が南北方向に対応します。 

 

 

【修正履歴】 

２０１４年１月 Ver 0.2へ修正 

 

作成 Takeshi Watanabe (nabetake@tokai-u.jp) 


